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検討の経緯 市民ミーティングの報告

今までの市民ミーティングや各グ
ループの提案内容を振り返り、配置案
をもとに空間や機能面について、話し
合いました。

配置については、第 3回、第 4回とで、
２回に渡って話し合うことで、広さや
イメージについて、想像をふくらませ
ながら議論を深めることが出来ました。

提示された複数の配置案について、
第１回、第２回市民ミーティングで
出た新庁舎への提案がどのようなス
ペースでできそうか、配置図をみな
がら意見を出し合いました。

市民が気軽に立ち寄れるような居
心地のよい環境や市民活動スペース
の整備、交通アクセスや、広場機能
について、具体的な活用イメージが
想像できる意見が多く出されました。

いただいた意見は、提案ダイアグ
ラムに、テーマ毎にまとめました。

第１回　平成２８年１２月４日 （日）
「まちの特徴を知る」

第２回　平成２８年１２月１７日 （土）
「あますごろく（まちの分析）から庁舎を考える」

第３回　平成２９年１月２２日 （日）
「配置案に提案をのせて考える」

第４回　平成２９年２月４日 （土）
「庁舎・庁舎敷地でできること、配置イメージに対する
  提案やアイデアのとりまとめ」

参加メンバー

【おとなミーティング】
一般公募　　　　　　　　　１３名
推薦　　　　　　　　　　　　３名
（20 代～７0代）
合計　　　　　　　　　　　１６名

【ユースミーティング】
中学校（市内 5校） 　　　　 ２２名
美和高校　　　　　　　　　　４名
五条高校　　　　　　　　　　３名
合計　　　　　　　　　　　２９名

【主な意見】
・「（新庁舎予定地が）駅から遠い」とい
う意見に対して、道のりを楽しくす
ればいいというような、まちづくり
のヒントになるような提案

・土地のものを使ったカフェや、広場の
使い方への提案

・庁舎をまちを良くする為のハブとして
使う提案や、市民活動センターなど
の提案

・建設コストに対する十分な検討

「まちの分析まとめ」をもとに４つのテー
マでディスカッションを行いました。

■庁舎機能　　　　　■市民利用機能

■ひろばとその周辺　■まちづくり

それぞれの視点から、まちの魅力、
特徴を知ることで、「あま市らしさ」と
はどんなものなのか、一緒に考えまし
た。

すごろく形式で、残るとよいことを
もっと発展させるためには、変わると
よいことを改善するにはどうしたら良
いか、大人もユースも一緒になって考
えました。

あますごろく

提案ダイアグラム

まちづくりに関する意見も
多く出ました

Ｎ

福田川

七宝駅

七宝北中

七宝焼アートヴィレッジ

新庁舎建設予定地

名鉄津島線

・平成27年3月に「あま市本庁舎基本構想・基本計画」を
策定しました。
その後、平成28年8月に、あま市本庁舎基本設計委託業
務の設計者を公募型プロポーザル方式にて選定し、基本
設計に着手しました。
・今年度は、計４回の市民ミーティング（ユース（中高生）
・おとな）と、2回の基本設計委員会を開催し、市民の皆様
からのご意見を頂きながら中間報告としてとりまとめを行
いました。
・来年度、この中間パブリックコメントで頂くご意見を参
考にしながら、引き続き、基本設計を進めてまいりたいと
思います。

市民ミーティング 基本設計委員会

事務局 ( 企画政策課 )

市
議
会

市
長

市
民

意見

パブリック
コメント

ふれあい
ミーティング

報告

指示 報告
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○市民目線からの意見
・求める機能・規模
・敷地内設置機能
・ゾーニング　等
○Ｈ29 年度予定
・市民利用機能　等

○検討結果とりまとめ
・専門的見地からの意見
・事務局への提言・助言
・市民ミーティング
   意見の反映

○計画に関する調整
○組織運営・全体調整
○基本設計の実施

概要
市長と市民が
直接意見交換

あま市の「市民参加型」庁舎づくりの概念図

あま市本庁舎の基本設計は、市民ミーティングや基本設計委員会、パブリックコメントなど、市民のみなさま
にご参加頂きながら「市民参加型」による庁舎づくりを目指しています。
あたらしいあま市にふさわしい市庁舎として、市民の皆様とともに、進めてまいりたいと考えています。

敷地及び建物配置計画の検討 建物プランの検討

基本設計業務2ヶ年スケジュール
2016(Ｈ28 年度 ) 2017(Ｈ29 年度 )

中間パブリックコメント 最終とりまとめパブリックコメント
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庁舎機能 

広場機能 

交通・アクセセス機能 

その他の機能・運用 

【庁舎周辺の交通環境整備】 【庁舎への円滑なアクセス】 

【市民が運営や維持に関わる仕組み】 
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・庁舎周辺敷地は、市防災対策本部のみならず、広域的な支援部隊等の参集活動を想定し、庄内川の最大浸水位Ｔ.Ｐ.＋１.０３５ｍに余裕高(約１ｍ)を考慮した 
 うえで、地盤の嵩上げ(Ｔ.Ｐ.＋２.２ｍ)を計画し、浸水リスクに対して、十分な備えを講じてまいります。 
 （この計画高は、平成２８年１２月に公表された木曽川の想定し得る最大規模の降雨による浸水深にも対応できています。） 
・庁舎の耐震構造と盛土造成計画の一体的な検討を引き続き進め、最適な構造計画とするとともに、適切な工事計画についても取りまとめてまいります。 
・地盤の嵩上げ(Ｔ.Ｐ.＋２.２ｍ)については、周囲に及ぼす圧迫感を軽減するために、直壁構造ではなく、敷地外周に法面を設けるとともに、法面部分に植生による 
 緑化を施し、法面の風化や浸食を防止します。 
・法面の構造については、腰止擁壁からの法面や緩やかな勾配による法面処理など、場所によって構造処理を変えるなどの工夫を引き続き検討し、盛土 
 造成計画と一体的に取りまとめてまいります。 
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・庁舎、駐車場、広場の配置に対する評価や、期待する機能について、まとめました。 

道路計画の策定においては 
・市内各所からの円滑な来庁アクセスを確保するため、どうしても必要となる道路配置を計画しました。 
・周辺にお住いの方の居住環境対策として、県道からの庁舎への出入、東側集落からの県道への出入、安全な通学経路の確保について検討しました。 
・庁舎周辺道路は、安心で安全な歩行空間の確保のため、歩道設置による歩車分離をしっかり図ってまいります。 




